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はじめに 

 

当 WGの前身となる「建築生産プロセス検討 WG」により 6 カ年に渡り発注者、設計者、施工者、製

造メーカーなどへの BIMに関する意識と実態のアンケート調査を実施し、時代に先駆けて三次元化への

動向把握を行ってきた。平成 22年度以降、建設業界の BIMへの関心が急速に高まる中、平成 23年度か

ら建設 EC推進委員会の組織変更により「建築 BIM研究WG」と改称し、幅広い委員から構成される設

計製造情報化評議会の特性を生かし、更なる BIMへの実態研究を推進することとした。 

 

われわれは他の公共研究団体が進めている、いわゆる BIMガイドラインなどの標準化やルールを研究

するのではなく、発注者、設計者、施工者に至る建設プロジェクト関係者が BIMを推進するに当たって、

準備しておかなければならないことや、事前に解決しておかなければ推進・普及が困難な事柄を関係者

の意識アンケートの中から抽出し、BIM を推進・普及するに当たっての要件として整理し考察して、ま

とめとしてここに編纂した。 

 

アンケート資料編では、整理前の関係するキーワードや類似項目を掲載し、現時点での関係者の悩み

と期待を浮き彫りにしている。しかし、ここに挙げられた問題や解決すべき課題は現実ではあるが、す

べてが実現不可能な事柄ではなく建設プロジェクトに関わる全ての人達の取り組みによって解消される

ものであると当WGは信じている。われわれは、日々BIM推進・普及に孤軍奮闘されている方々に参考

としていただける資料となり、BIMを実践されていく上での課題解決へのヒントになれば幸いである。 

 

 

平成 26年 3月 

 

建築 BIM研究WG 

主査 中元 三郎 
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概要 

 

当WGでは、BIMを推進・普及して行く上でどのような問題が潜在的にあり、そうした事柄を解消し

て、より適確に BIM推進利用をすることが出来るかを考えるため、発注者、設計者、施工者の建設プロ

ジェクト関係者にアンケート調査を実施した。われわれは客観的に建設プロセスと BIMの関係を明快に

把握するために設問分野を五項目に分類し、内容整理と結果分析を行い今後の BIM展開についての考察

を行った。整理したアンケート結果と考察の概要は以下のとおりである。 

「１．整備されていなければ BIMが進まない要件」では、関係者ともに建設段階で利用し実施して行

く上では人材数の不足やソフト機能の改善、共通ルールの整備などを望んでいる。こうした要請に答え

るためか今日の各諸団体やベンダーの活動は非常に活発に行われておりさまざまな成果を着実に上げつ

つあるとわれわれは考えている。 

「２．BIM 利用で望む要件」では、建設プロジェクトの視覚化、情報流通利用による業務効率化や整

合性確保、責任範囲の明確化に大きな期待が寄せられている。情報流通利用上での課題がさまざまある

中で、各種アプリケーションでのデータ連携が実現されつつあり、交換データ形式の共通化・国際化も

行われつつある。 

「３．BIM利用での現状」では、前に記した要件１と要件 2 の問題解決が現実の課題として挙げられ

ており、建設業界全体での BIM浸透がまだ部分的であることの指摘がある。だが、考察においては意識

共有や目的の明確化を実施すれば BIM利用効果があると期待している。さらに、最近の各種メディアで

の事例紹介記事は日に日に増加しており、設計や施工での BIM利用は特別なプロジェクトでのみ行われ

る状態ではなくなってきているのが現状である。 

「４．BIM 利用のメリット」では、要件 2 で挙げられている項目がすべて BIM のメリットとして捉

えられており BIMモデルを利用することで業務の効率化や合理化が期待され、データの整合性確保がで

き業務変革の可能性があると指摘している。 

「５．BIM 利用の限界」では、要件 1 で指摘されている事柄を解消できなければ BIM 利用にも限界

があると各層が回答している。特に人材育成やソフト機能の改善が当面の課題としており組織全体が取

り組むための大きな問題と考えている。 

しかし、古来限界とされ解決できなかった問題は少なく、関係者が個別の対応ではなく全体での取り組

みが重要であると指摘され認識されていることに大きな期待を持ちたい。 
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１．整備されていなければ BIMが進まない要件 

 

◆ 発注者 

 アンケート回答まとめ 考察 

1.1 教育や支援、標準ルールなどが不足している

としている。 

 

BIM 推進のためのサポート体制の拡充が望

まれる。 

 

 

◆ 設計者 

 アンケート回答まとめ 考察 

1.2 企画段階でプロジェクトにおける BIM の目

標設定、共通認識などが不足しているとして

いる。 

 

設計者は、BIMについて考察が進み、具体的

に多くの欠如を指摘している。 

特に、BIM の共通認識の欠如や、BIM 移行

に伴う見直しが様々な点で進んでいない点を

指摘している。 

BIMによる変化の共通認識の醸成、それに伴

うルールやコスト構造の見直し、標準化の推

進などが望まれる。 

1.3 設計段階において、さらに BIM モデル作成

ソフトの機能、使いこなし技術の不足、費用

負担の見直しが行われていない点など多くの

不足点を指摘している。 

 

1.4 施工段階において、施工段階で使用できる

BIM モデル作成ソフトや、図面だけでなく情

報流通の標準フォーマットが欠けているとし

ている。また、BIM のメリットを活かした工

法も不足しているとしている。 

 

 

◆ 施工者 

 アンケート回答まとめ 考察 

1.5 企画段階で BIM によるプレゼンテーション

技術、BIM に対する発注者との共通認識が不

足しているとしている。 

 

施工者には BIM 人材育成のための教育機会

やマテリアルの充実が望まれる。 

また、BIMモデル作成ツールの高度化に向け

て、ソフトベンダーとの協働が望まれる。 

一方、BIM活用のための標準化などに対する

社会的なコンセンサスの醸成が望まれる。 

 

 

1.6 設計段階で施工ノウハウを BIM に活かせる

人材の育成、BIM データ標準フォーマットな

どが不足しているとしている。 
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1.7 施工段階で専門工事を含む施工図を作成で

きるBIMモデル作成ツールが不足していると

している。 

また、BIM 部品の整備、優れた BIM 情報、

それを活かせる社会規範や人材の醸成が不足

しているとしている。 
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２．BIM利用で望む要件 

 

◆ 発注者 

 アンケート回答まとめ 考察 

2.1 BIM によって事業コストをはっきりと想定

しながら、早期の企画段階から意思決定に関

与し、短期間でプロジェクトが進むことを望

んでいる。 

 

発注者の希望には、建設だけでなく運用まで

カバーする事業全般に関与し、発注者の要望

に応える専門家、PMが担う。 

BIMは PMの事業運営ツールとして、建物が

使われる間に渡り活用できるものとしてい

く。 

 

 

◆ 設計者 

 アンケート回答まとめ 考察 

2.2 企画段階で国等がリードし余条件のデータ

化などを進め、数量算定など各種シミュレー

ションのルール作りやBIM関連ソフトの開発

が進むことを望んでいる。 

 

設計者の希望は、BIM関連ソフトなどの技術

的な進展を望むだけでなく、業界全体として

取り組むべき、情報のデータ流通や標準化、

ルールの見直しに関する希望が多い。 

これらを解決するには、プロジェクト毎に

BIMモデルを組み立てるだけでなく、BIMモ

デル活用の様々な局面について、業界として

の合意が望まれる。 

 

2.3 設計段階で上記に加え、設計の自動化率の向

上や整合性の自動検証、ライブラリデータ整

備を進め、もれの無いデータ連係を基盤とし

た各種ツールによる検討が効率的に進むこと

を望んでいる。 

 

2.4 設計段階で BIM モデルによる意思決定プロ

セスの明確化による合理化を望むとともに、

整合性が検証されたデータを前提とした確認

申請の簡易化などルールの見直しを望んでい

る。 

 

2.5 施工段階で専門ソフトとの効率的な連携の

ためのコード体系やフォーマットの標準化を

望んでいる。 
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◆ 施工者 

 アンケート回答まとめ 考察 

2.6 企画段階や設計段階で、綿密に検討された曖

昧さが無く、施工工程の情報をも加味した、

変更の少ない設計がBIMモデルを活用してな

されることを望んでいる。 

 

施工者は、設計の間違いや手戻りの無い BIM

モデルを施工関係者全員で共有し施工プロセ

スの効率化を図り適切な利益を確保したい。 

また、BIMの活用による役割の変化から、責

任範囲の見直し明確化を図りリスクの軽減を

望んでいる。 

これらは、責任範囲や利益分配など、契約形

態などの見直しにも波及することから、BIM

の取り組みでは、経理や技術なども含めた総

合的な枠組みの見直しが望まれている。 

2.7 施工段階で BIM の適用範囲や役割分担、責

任分岐点の明確化を望んでいる。 

 

2.8 施工段階でプロジェクトに関連する様々な

情報が「データ」で専門業者にも利用できる

ことを望んでいる。 
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３．BIM利用の現状 

 

◆ 発注者 

 アンケート回答まとめ 考察 

3.1 発注者は BIM への理解が圧倒的に不足して

いる。現状実例がなく十分な設計期間もない

という回答があった。 

BIMに対する理解を促進するためにも、発注

者のメリットを明確にした事例の蓄積と情報

の公開が必要である。 

 

 

◆ 設計者 

 アンケート回答まとめ 考察 

3.2 設計者、設計責任者、レビューア（査図担当

者）それぞれの BIMを活用した設計に対する

理解・スキル不足のため、現状、手戻りが発生

している。 

 

・発注者の理解を得るためのライフサイクル

コストを含めた BIM活用事例蓄積、紹介、定

量化手法の検討が望まれる。 

 

・BIM活用・設計プロセスに対する人材育成

とともに、使用できるモデル作成のためのラ

イブラリの標準化、BIM モデルとしての範

囲・LODの策定、作成手順の基準、BIMモデ

ル作成ソフトの図面作製を含む機能アップな

どが望まれる。 

 

・フロントローディングを掲げる BIM 活用

という新たな業務に対するコスト負担分配方

法の明確化が望まれる。 

 

・仮想完成建物である BIM モデルと完成建

物との整合性を確認する手法の確立が望まれ

る。 

 

3.3 企画段階で発注者へ BIM のメリットを現状

アピールしきれていない。 

 

3.4 設計段階で使用するにはライブラリや図化す

るための機能が不足している。 

 

3.5 生産プロセスの前倒しに伴うコスト負担先が

あいまいである。 

 

3.6 各プロセスの中で「点」として使用できても

「線」として連携して使用するまでにはルーツ

の機能、使用者・設計責任者のスキル、モデリ

ング基準が不足している。 

 

3.7 施工段階で BIM モデルは、合意形成や工程

管理には活用できているが、図面作製は従来通

りの作成方法であり生産性には直接結びつい

ておらず、作成した BIMモデルと完成した建

物との整合性確認も行われていない。 
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◆ 施工者 

 アンケート回答まとめ 考察 

3.8 企画段階では BIM は使用されていないと考

えている。 

 

 

 

 

3.9 設計段階では、躯体数量の把握に使用してい

るが、下請け任せであったり、専門業者の施工

担当者が作図に参画協力している、ただし、建

築・設備一括受注の案件が中心である。 

 

3.10 施工段階では、施工図知識があり、BIMモデ

ル作成ソフトを使用できる人材が不足してい

る。 

 

3.11 施工段階で BIM モデルは、整合性確認（設

備・躯体）、工程管理、仮設計画、問題抽出に

は活用できているが、図面作製は従来通りの作

成方法である。 

 

3.12 施工段階では、データサイズの大きな統合デ

ータを容易に扱えるソフト・ハードウエア等環

境問題がある。 

 

3.13 ＢＩＭを採用せず従来通りの施工を行った場合

とのコスト比較が明確に提示される例がほとん

ど無い。 
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４．BIM利用のメリット 

 

◆ 発注者 

 アンケート回答まとめ 考察 

4.1 設計段階での BIM 活用（＝可視化する）に

より、関係者間の合意形成が容易になり、ま

た整合性が高くなったことにより手戻りの削

減・設計変更の削減が出来ると期待している。 

 

BIM 試行によって業務変革を行える可能性

があると着目している。この効果を定量化す

る手法の確立や、事例集作成によるより具体

的にメリットを示すことも重要となってく

る。 

 4.2 建物情報の統合（一元化・データベース化）

による、業務効率向上に期待している。 

 

 

◆ 設計者 

 アンケート回答まとめ 考察 

4.3 企画段階、設計段階、生産・施工段階の全て

の段階で、他職能の関与が可能になり図面間

の整合性向上と作業の効率化が図れるとして

いる。 

また、BIMモデルを使うことで理解度の向上

や課題解決につながり、関係者間での合意形

成が促進され、工程時間等の合理化が計れる

と考えている。 

 

BIM モデル作成時に活用できるガイドライ

ンや、BIM モデルを利用した電子承認手法の

検討が必要になると考える。 
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◆ 施工者 

 アンケート回答まとめ 考察 

4.4 企画段階や設計段階での可視化により、これ

までできなかった様々な職能の関与が可能に

なり、共通理解が得やすくなる（意思の疎通

が図れる）こと、図面間の整合性の向上と修

正の容易さにより作業の効率化、合理化が進

むとしている。 

また、設計段階において責任の所在が明確に

なると指摘している。 

 

BIM モデル化することで作業の効率化・合

理化が可能となり、権利・責任の所在を明確

化できる。 

ただ、全てを BIMモデル化することは非効

率であり、どこまで詳細に入力するかを決め

る（LODを設定する）必要がある。 

 

ＢＩＭ採用で、実際の施工現場において手戻

りを削減できることは、コストメリットがあ

る。 4.5 生産・施工段階での可視化により、不整合や

干渉が減少することにより生産性品質、施工

効率を向上させることができるとしている。

但し、電気設備等の一部では、全てを 3D化す

ることは非効率であると云う少数意見もあ

る。 
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５．BIM利用の限界 

 

◆ 発注者 

 アンケート回答まとめ 考察 

5.1 企画段階や設計段階で、ツールや資源の問題

より、人的能力の問題や人材不足を指摘して

いる。 

 

 

 

活用すべき人的な能力・資源が不足している

ので対策が必要である。 

公的な取り組み事例として那覇市の平成 25年

度起業支援型地域雇用創造事業（建築系

BIM‐CAD/CG 技術者育成・雇用創造事業の

業務委託事業）などがある。公共と民間が一体

となった取り組みが望まれる。 

 

5.2 生産・施工段階で、BIMモデルを継続的に更

新していくことは困難であるとしている。 

 

 

◆ 設計者 

 アンケート回答まとめ 考察 

5.3 現在、企画段階、設計段階、生産・施工段階

の全てのフェーズで使えるBIMモデル作成ソ

フトは存在しないが、機能・性能は徐々に改

善され向上していくと考えている。 

但し、あくまで BIM モデル作成ソフトはツ

ールであるため、それを利用する（使いこな

す）側の人的能力向上が重要であるとしてい

る。 

BIM モデル作成ソフトは毎年継続的バージ

ョンアップし機能拡張しているが、それを活

用すべき人的な能力・資源が不足しているた

め、対策が必要である。 

5.4 設備工事では施工を設備サブコンに委託する

ため、設備施工図（設備 BIMモデル）は設備

サブコン側で作成することになり、（ゼネコン

で作成した）設備設計図書と設備 BIMモデル

が乖離してしまうと指摘している。 

BIM活用のためには、業務プロセス、請負形

態の変革などを合わせて実施していくことが

不可欠である。（設備サブコンへの BIM モデ

ルの引渡しと請負契約方式の間で思想がまっ

たく分断されてしまうのが現状である） 

5.5 BIM モデルに対する設計者の責任範囲が不

明確であり、また現状の設計期間や業務フロ

ー体制の中では、意匠―構造―設備の整合の

取れたBIMモデルを作成することは困難であ

るとしている。 

 

権利・責任の明確化、LODの設定、情報価値

評価手法の確立が不可欠である。 

 

  



 

15 

 

◆ 施工者 

 アンケート回答まとめ 考察 

5.6 設計段階や生産・施工段階で、BIMモデル作

成ソフトには性能的な限界があり、また施工

ノウハウとBIMスキルを併せ持つ人材が不足

していると指摘している。 

 

BIM モデル作成ソフトは毎年継続的バージ

ョンアップし機能拡張しているが、それを活

用すべき人的な能力・資源が不足しているた

め、対策が必要である。 

 

5.7 生産・施工段階で、BIMモデルがそのまま施

工図に移行できない、完成度が低い BIMモデ

ルでは施工できないと指摘している。 

 

BIM モデルの授受の際のモデルの作成範囲

や精度についてのルール化が必要である。 

 

5.8 詳細な施工BIMモデルを作成してしまうと、

データが重くなり過ぎてしまうとしている。 

 

BIM モデル作成ソフト機能及び作成すべき

データの範囲や精度、部品データの軽量化な

ど、BIM モデルの目的に応じた作成が必要で

ある。 

 

5.9 BIMモデルは、入力データに誤りがあるかど

うかを調べることが困難であり、またそのデ

ータ管理も難しい。 

 

モデル内容をチェック、評価できるツール

（モデルチェッカー）等、情報価値評価手法

の確立が不可欠である。 

 

 


